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理 事 会 議 事 録 

 

１ 開 催 日 時 平成２４年７月２５日（水）午前１０時３０分～ 

２ 開 催 場 所 大阪市立社会福祉センター３階 第１会議室 

３ 議事の内容 

司  会   定刻がまいりましたので、ただ今から理事会を開催いたします。私、本日の司 

      会を務めさせていただきます、総務部長代理の浅井でございます。 

どうぞよろしくお願い申しあげます。 

        次に、本日の出席状況でございますが、理事定数２５名、現在員数２４名、 

       本日の出席者２０名、書面による出席３名、出席者合計２３名でございます。 

従いまして、理事総数の３分の２以上に達しておりますので、定款第１２条第５ 

項の規定により、本会議は有効に成立していることをご報告いたします。 

どうぞよろしくお願い申しあげます。 

まず、はじめに、乾会長からごあいさつを申しあげます。 

 

乾 会 長           （ あ い さ つ ） 

 

 司  会   続きまして、大阪市を代表いたしまして、福祉局生活福祉部の田丸地域福祉課 

       長様にごあいさつをお願いいたします。 

 

田丸課長           （ ご あ い さ つ ） 

 

司  会   どうもありがとうございました。 

       次に新たに、ご就任いただきました理事の方をご紹介申しあげます。 

大阪市地域振興会長の北尾理事でございます。 

なお、大阪市福祉局長の山田理事におかれましては、本日所用のため欠席でご 

ざいます。 

            それでは、ただ今から議事に入りますが、理事会の議長は定款第１２条第４ 

項の規定により、その都度選任することになっております。こちらから、ご指 

名させていただいて、よろしいでしょうか。  

（ 異 議 な し ） 

  司  会       異議なしということでございますので、議長を乾会長さんにお願いいたしま 

す。                    

乾会長様、よろしくお願い申しあげます。 

 

乾 議 長    まず、理事会の議事録の署名人を決めさせていただきます。 

議事録の署名人は、定款により２名選任することになっておりますが、こち 

らから指名させていただいて、よろしいでしょうか。 

（ 異 議 な し ） 

                異議なしということですので、議事録の署名人は、都島区社協会長の山野理 

事さんと身体障害者団体協議会長の手嶋理事さんにお願いします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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乾 議 長    それでは、議案書に基づきまして、議事を進めてまいります。 

 

＜第１号議案＞  副会長の選任 (補充)について 

乾 議 長        第１号議案の副会長の選任（補充）について、事務局から説明してください。 

 

東 局 長     事務局長の東でございます。 

         第１号議案 副会長の選任（補充）につきましてご説明させていただきます。 

お手元にお配りしております資料１をご覧いただきたいと存じます。 

定款第７条第１項の規定により、理事の互選により、選任することとなっ 

ておりますので、よろしくお願い申しあげます。 

今回、平成２４年３月２９日付けで、大阪市地域振興会長に交替がござい 

まして、本会副会長の森田会長さんが退任されました。 

事務局案としましては、森田前会長の後任として、現理事でもある大阪市地 

域振会長の北尾 一さんに、副会長をお願いしたいと存じます。 

 任期につきましては、本日より残任期間である平成２５年６月２日まででご 

ざいます。 

以上、第１号議案、副会長の選任につきまして、ご説明を申しあげました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

乾 議 長      ただ今の説明について、ご意見・ご質問はありませんか。ご意見・ご質問 

がないようでございますので、ご承認いただけますか。 

（ 異 議 な し ） 

             異議なしということですので、第１号議案は、原案どおり決定いたします。 

 

＜第２号議案＞  平成２４年度補正予算(案)について 

乾 議 長    では、続きまして、第２号議案の平成２３年度補正予算（案）について、事 

       務局から説明してください。 

 

橋本次長     事務局次長の橋本でございます。 

平成２４年度補正予算（案）についてご説明申しあげます。 

         大阪市の平成２４年度補正予算（本格予算）については、大阪府市統合本部

及び大阪市改革プロジェクトチームにおける検討内容を反映させるなど、抜本

的改革に向けた取り組みの具体化を進めるとともに、「現役世代への重点的投

資」や「現状を打ち破る取り組み」を一層推進する予算編成となっております。 

市社協関連予算につきましては、多くの事業が凍結や暫定での予算計上とな

っておりましたので、大阪市の本格予算編成にともないまして、今回補正予算

を組みまして、通年での予算計上となっております。 

それでは、平成２４年度補正予算につきまして、当初予算との大きな差異に 

つきまして、資料２【別紙】平成２４年度補正予算（案）にてご説明させてい

ただきます。 

先程申しましたように４月から７月の４か月分の事業費が計上されていた暫 

定事業について今回の補正予算により通年の予算計上となりましたので、ほぼ 

すべての項目において増額となっております。 
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橋本次長    また、該当経理区分のページを右端に示しております。 

まず（１）経常活動収入では 合計で３４億４，９５３万９千円の増で、内 

訳としまして、①経常経費補助金収入では、６億１，２５６万５千円となって 

おりますが、主な要因は、法人運営事業等が交付金から事業補助金へと変更と 

なりましたことから、(新規)として計上しております。 

        また、食事サービス事業補助金で、１億１，９５９万９千円及び、あんしん 

さぽーと事業補助金で、３億１，１４２万３千円の増額補正となっております。 

②受託金収入では、１２億９，８４０万５千円となっておりますが、企画・ 

広報事業の社会福祉施設従事者等表彰事業、わがまちのやさしさ発見レポート 

募集事業、福祉人材養成確保推進事業の廃止にともない減額となっております。 

          区社協活動支援の地域生活支援センター連絡調整事業等で暫定期間後の受

託金として増額となり、同じく要介護認定訪問調査事業におきましても増額補

正です。 

ボランティア情報センター事業でも増額となっておりますが、新規事業とし 

てコミュニティビジネス等促進事業と旭化成商事新入社員研修受託により合 

わせまして、約５，２８２万円の増額です。 

              また、権利擁護相談支援サポートセンター事業、ファミリー・サポート・セ 

ンター事業、介護サービス相談センター事業につきましても本格予算に伴う増 

額補正でございます。 

③事業収入ですが、あんしんさぽーと事業の利用料収入とファミリー・サポ 

ート・センター事業の参加費収入で合計４９０万５千円の増額補正となってお 

ります。 

④共同募金配分金収入では、一般募金配分金の増額がございましたので、１ 

５０万円の増額補正です。 

⑤負担金収入では、１３億９，９３０万６千円で、民生委員児童委員連盟の 

暫定後８月からの人件費負担金と、区社協に在籍出向しております市社協職員 

の８月からの暫定期間後の人件費として、区社協からの負担金を収入します職 

員調整事業での増額補正でございます。 

⑥経理区分間繰入金収入では、１億３，２８５万８千円となっておりますが、 

本格予算になりました受託事業の事務費・共通管理費等として増額となったこ 

とや、事業実施の不足分を法人から繰入し補てんを予定しておりましたが、企 

画・広報事業、区社協活動支援事業、ボランティア情報センターの各事業で本 

格予算となりますことから、減額となりました。 

退職積立金は、暫定期間後の人件費に対する退職積立金として繰入金の増と 

なったことによるものでございます。 

続きまして、（２）経常活動支出でございますが、合計で３１億５，０８９ 

万５千円となっております。 

先ほどの収入と関連いたしまして、補助金・受託金等の収入の通年計上によ 

りまして、人件費、事務費、事業費等を暫定後の８月から通年での計上による 

増にともないまして、①人件費支出につきましては２７億１，２２６万円の増  

額、②事務費支出では７，１６０万３千円の増額、事業費支出では、１億８３ 

万５千円の増額 補正となっております。 

④共同募金配分金事業費では、収入と同額の１５０万円の増額補正です。 
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橋本次長    ⑤助成金支出では、１億３，１８３万９千円ですが、８月から通年での計上 

によりまして食事サービス事業助成金と地域生活支援事業等助成金の増額と、

善意銀行事業では「歴史保存・伝承助成」の新設や「ありがとう応援資金」等、

助成金の払い出しの拡充にともなうものでございます。 

⑥経理区分間繰入金支出で、１億３，２８５万８千円となっておりますが、 

先ほどの経理区分間繰入金収入と同額となっております。 

続きまして、（３）財務活動支出といたしましては、退職積立金繰入金と同額 

を積立金として支出することによります９，９６７万８千円の増額補正となっ 

ております。 

以上まとめますと、資料２の１頁、資金収支計算書（総括表）をご覧くださ 

い。 

下から３段目の当期資金収支差額合計は、マイナス４，２４８万円となり、 

前期末支払資金残高 ４億６，２６１万９千円とあわせますと、当期末支払資 

金残高４億２，０１３万９千円となります。 

２頁の 資金収支計算書（前年度比較）は、今回の補正によりまして、補正 

後の予算額が、平成２４年度の１年間の総予算となりますことから、前年度比 

較としてお示ししております。 

経常収入では、前年度より９億５，１４４万１千円の減となっておりますが、 

年度当初で廃止になった事業や凍結されておりました法人運営等交付金が事業 

補助となり一部削減されたこと、また、受託金事業の減額や区社協に在籍出向 

しております市社協職員人件費の負担金収入の減額が主な要因となっておりま 

す。 

経常支出では、前年度と比較いたしますと、７億５，１７６万１千円の減と 

なっております。平成２３年度の希望退職募集等で、約１００名の職員減とな 

り、２４年度から更に職員給与の減額を実施することにより、人件費等が減額 

となったことによるものです。 

大変厳しい予算編成となっておりますが、以上、「平成２４年度補正予算（案）」 

につきまして、ご説明させていただきました。 

ご審議のほどよろしくお願い申しあげます。 

 

乾 議 長      ただ今の説明について、ご意見・ご質問はありませんか。ご意見・ご質問 

がないようでございますので、ご承認いただけますか。 

（ 異 議 な し ） 

            異議なしということですので、第２号議案は、原案どおり決定いたします。 

 

＜第３議案＞ 事務局規程の改正(案)について 

乾 議 長   続きまして、第３号議案の事務局規程の改正（案）について、事務局から説明 

      してください。 

 

山中部長      総務部長の山中でございます。 

第３号議案、事務局規程の改正（案）について、説明させていただきます。 

資料３をご覧いただきたいと存じます。 

本年５月３１日付の大阪市の人事異動によりまして、改革担当の部長と課長２ 



 - 5 - 

山中部長   名が引き揚げになりましたので、第２条（組織）改革担当を、第３条（部・課 

の事務分掌）市及び区社会福祉協議会の運営支援に関することをそれぞれ削除 

するものです。 

なお、規程改正の施行日につきましては、平成２４年８月１日でございます。 

以上、第３号議案、事務局規程の改正（案）について説明申しあげました。

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

乾 議 長       ただ今の説明について、ご意見・ご質問はありませんか。ご意見・ご質問 

がないようでございますので、ご承認いただけますか。 

（ 異 議 な し ） 

            異議なしということですので、第３号議案は、原案どおり決定いたします。 

 

＜第４議案＞ 評議員の選任(補充)について 

乾 議 長   続きまして、第４号議案の評議員の選任（補充）について、事務局から説明 

      してください。 

 

東 局 長   事務局長の東でございます。資料４をご覧ください。 

第４号議案 評議員の選任（補充）につきまして説明させていただきます。 

それでは、お手元にお配りしております資料４並びに２枚目の「役員及び評 

議員の選任に関する規程」をご覧いただきたいと存じます。 

評議員候補者でございますが、「区社会福祉協議会の代表者」につきまして、 

浪速区社協の寺田会長さん、西淀川区社協の藤井会長さんが５月末日をもって 

退任されましたので、それぞれ後任の近藤会長さん、岩見会長さんに評議員を 

お願いしたいと存じます。 

続いて、「公私社会福祉事業施設・団体の役職員及びボランティア活動を行 

う団体の代表者」でございますが、ＮＨＫ厚生文化事業団近畿支局長に交代が 

ございましたので、後任の種田近畿支局長さんに評議員をお願いしたいと存じ 

ます。 

また、「社会福祉関係公務員、社会福祉に関係ある団体の代表者及び学識経 

験者等」につきまして、大阪市会民生保健委員長に交代がございましたので、 

後任の永井民生保健委員長さんに評議員をお願いしたいと存じます。 

任期につきましては、本日より現任期の残任期間であります平成２５年５月

１５日まででございます。 

以上、第４号議案評議員の選任（補充）について説明させていただきました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

乾 議 長       ただ今の説明について、ご意見・ご質問はありませんか。ご意見・ご質問 

がないようでございますので、ご承認いただけますか。 

（ 異 議 な し ） 

            異議なしということですので、第４号議案は、原案どおり決定いたします。 

予定の議案は、以上ですが、その他で、事務局から報告をお願いします。 

 

        退職積立金の運用状況について 
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山中部長     総務部長の山中でございます。 

退職積立金の運用状況につきまして、口頭でご説明申しあげます。 

去る５月２５日に開催しました理事会におきまして、退職積立金の運用を委 

託しております「りそな銀行」の財政予測をご報告いたしました。改めて、そ 

の内容を申しあげますと①給付水準を維持し、現行の予定利率５％のまま継続 

すると、１０年後の平成３５年度中に制度は破綻し、年金資産がマイナスにな 

る見込みとであること、②持続可能な退職金制度とするためには、予定利率を 

現行の５％から１．５％に変更のうえ、支給率の見直しが必要であることでご 

ざいました。 

なお、この分析は、昨年の１０月時点での推移計算でございました。本年３ 

月末で、定年・希望・自己都合退職を合わせて１００名以上が退職しておりま 

すので、改めて市社協において、本年６月時点で試算しましたところ、りそな 

銀行の分析結果を上回る厳しいものとなりました。 

このため、市社協では、金融の専門家も入った資金運用委員会からご意見を 

いただき、持続可能な制度に向けて、法律の専門家からのリーガルチェックを 

受けて、１１月中を目途に、退職金制度の見直しを行ってまいりたいと考えて 

おります。 

以上、退職積立金の運用状況につきまして、ご説明を申しあげました。 

 

              通勤手当不適正受給の調査結果について 

山中部長     続きまして、資料５をご覧ください。 

本年４月に実施いたしました通勤手当不適正受給の調査結果の概要につき 

まして、ご報告いたします。 

調査実施基準は平成２４年４月、対象職員は、市社協固有職員５８６人、嘱 

託職員２２８人の合計８１４人でございます。 

調査方法ですが、所属長、区社協事務局長等に本年４月分の定期券等の確認 

により行いました。 

(4) 調査チームの設置と(5) 判断基準でございますが、本年４月、総務部内 

に調査チームを設置し、「本人が違法性を確認できるレベルであったか」とい 

う基準により判別・分類を実施しました。 

２の調査結果ですが、定期券を確認できた者及び PiTaPa などの IC カード及 

び回数券を使用していた者などを「適正」と判断した者７９２人（率にして９ 

７.２９％）、口頭指導が４人、口頭注意が２人、文書注意が１３人、戒告が３ 

人、計８１４人となっています。 

３の通勤手当の返還につきましては、戒告３人、文書注意１３人、割引定期 

４人、計２０人から５９４，９７０円を今月中に返還させることとしています。             

次に、通勤手当の不適正受給にかかる職員の懲戒処分ですが、平成２４年７ 

月１８日、懲戒委員会を開催し、通勤手当不適正受給にかかる３人の職員の処 

分に関する審議を行い、翌７月１９日、懲戒処分「戒告」及び通勤手当の返還 

の通告を行ったところです。 

５の改善措置ですが、通勤手当の不適正受給が明らかになった職員には、適 

正な通勤届の提出の是正指導を行い、通勤手当の返還など必要な措置を取る

こととしております。 
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山中部長    また、今後とも継続して、職員に対して適正な受給・利用に必要な事務手続 

きを周知徹底し意識啓発に努めてまいります。 

以上、通勤手当不適正受給の調査結果について、ご報告いたしました。 

 

乾 議 長       ただ今の報告について、ご意見・ご質問はありませんか。 

               では、今回、戒告処分となった３名の具体的内容について説明してください。 

 

山中部長    戒告処分となった者のうち２人は公共交通機関を利用する通勤届の提出をし 

ていたにもかかわらず、変更手続きをせずに自転車通勤をしていました。１人 

は病気がちなことから通勤届として提出している自宅のある奈良の五條市から 

ではなく娘宅の門真市からの通勤が月の半分であったことから処分となりまし 

た。なお、現在、３人とも通勤届の変更を行ったところです。 

 

髙橋理事    回数券を利用していた人数割合はわかりますか。調査の時だけ、回数券を使 

って逃れているということはありませんか。 

 

  橋本次長       今回の調査につきましては、定期券でない場合はピタパカード等履歴の残る 

もので確認しておりまして、必要出勤日数の２/３以上が確認できるものは適正 

受給と判断させていただきました。 

 

乾 議 長       他によろしいでしょうか。 

ないようでしたら、続きまして、新たな地域コミュニティ支援事業について 

説明してください。 

 

新たな地域コミュニティ支援事業について 

田丸課長    福祉局生活福祉部地域福祉課長の田丸でございます。 

                 それでは、７月２３日、市民局から発表された「新たな地域コミュニティ支 

援事業の受託事業者を募集します」という資料に基づきまして、簡単に情報提 

供させていただきます。 

 橋下市長就任以来、できるだけ身近なところで物事を決めていくということ 

で、地域を支える仕組みについても自律的に地域で運営し、支援の内容を決め 

て実施していくという地域活動協議会を各校下で立ち上げていただくよう各区 

において促してきた状況がございます。しかし、立ち上げについては、いろい 

ろな専門的知識・ノウハウが必要となってきますので、各区役所と連携する組 

織として中間支援組織を担う事業者を募集し、その中間支援組織により地域活 

動協議会の形成支援、運営を支援していくというものです。 

 具体的なイメージとしては、募集単位は大阪市内を５ブロックに分け募集し 

ます。スケジュールは、７月２３日に募集開始し、３０・３１日で説明会を開 

催、８月２２・２３日に企画提案書類を受け付けるとなっております。 

 福祉局としましては、これまで地域に根差した活動を実践しノウハウを積み 

重ねているということでは、中間支援組織の役割を社会福祉協議会に担ってい 

ただくということは十分期待できることだと考えておりまして、ぜひ、応募に 

ついて積極的にご検討いただきたいと思います。 
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橋本次長     本日、午後４時から区社協事務局長会議を予定しており、実際にどうしてい 

くか含め議論させていただきたいと思います。 

 

 乾 議 長        ただ今の説明につきまして、何かご意見ございますか。 

 

 右田委員    資料の語句について、「大きな公共」とありますが何を意味しているのです 

か。 

 

 田丸課長    全ての議論に参加しておりませんので十分な説明はできませんが、大きな公 

共については、自助・共助・公助というなかで、共助と公助の間を取り持つよ 

うな中身についてもカバーしていくような仕組みをという議論はございまし 

た。 

 

 右田委員    自主財源の確保について、財源を確保するために具体的に立ち上げている団 

体がイギリスなどではたくさんあります。また、「大きな公共」について、私 

は１９７０年代から「新たな公共」と呼んでいますが、「公共」ひとつとって 

も今までいろいろ議論されているのだから、先進事例を十分検討いただきたい 

と思います。 

 

 中田副会長    市民を相手にする仕事、地域づくりなどは、住民は全部覚えているので、途 

中でやめて新たなことをする時は困難が生じるため、今までの歴史的経過も

含め検討していただきたい。 

 

酒井委員    右田委員がおっしゃるように、「大きな公共」という言葉は「新たな公共」 

とほぼ同じ意味で大阪市は使われているのではないかと思います。 

実は、衛星都市の中にも社会福祉協議会からまちづくり協議会とかコミュ 

ニティ協議会に行政が業務を委託するということがございます。今回の中間 

支援組織は区社協が担われている業務がベースになるのでないか、それをブ 

ロックに分け新たな公共ということで、ＮＰＯ団体や社会企業家といわれる 

ところに委ねていくという流れの延長線上にあるのではないでしょうか。社 

会福祉協議会としては、この動きを研究し、説明会にはぜひ出席していたた 

き、プロポーザルには参加されるべきであろうと思います。 

 

乾 会 長        他にございませんか。 

社会福祉協議会としては中間支援組織としての位置づけ、地域との連携等 

実績もございますので、ぜひ、手を挙げるために説明会に参加し、区社協と 

の連携含め検討していきたいという事務局の思いがありますので、ご了解い 

ただきたいと思います。 

他にないようでございますので、議長役終わらせいていただきます。 

長時間にわたり、ご協力を頂きまして、誠にありがとうございました。 

 

司  会        閉会にあたりまして、吉村副会長からごあいさつを申しあげます。 
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吉村副会長              （  あ い さ つ ） 

 

司  会      以上で理事会を終了させていただきます。 

本日は、大変お忙しい中ご出席をいただきまして誠にありがとうございま 

した。 

 


